格さん と 食慾 

_ 1 最近の 宇 野浩ー 一氏 —— 

芥川龍之介 



宇 野 浩ニは 聡明の 人で ある。 同時に 又 多感の 人で あ 

る。 尤も 本来の 喜劇 的 精神 は 人 を 欺く ことがある かも 

知れない。 が、 己 を 欺く こと は 極めて 稀に しかない 人 

である。 

のみならず、 又 宇 野 浩ニは 喜劇 的 精神 を 発揮し ない 

にもし ろ、 あらゆる 多感と 聡明と を 二つと も 兼ね 具え 

た 人の ように 滅多に ムキに はならない 人で ある。 喜劇 

的 精神 を 発揮す る こと そのこと にも ムキに はならない 

人で ある。 これ は 時には 宇野浩 二に 怪物の 看 を 与える 

かも 知れない。 しかし 其処に 独特の シャルム —— たと 

えば 精神的 力 メレ ォ ン に対する シャルムの 存 する ， J と 



も 事実で ある。 

宇 野 浩ニは 本名 格 二 (或は 次) 郎 である。 あの 色の 

浅黒い 顔 は 正に 格ニ郎 に違いない。 殊に 三味線 を 弾い 

ている 宇 野は浩 さん 離れの した 格さん である。 

次 手に 顔の こと を 少し 書けば、 わたし は 宇 野の 顔 を 

見る度に 必ず 多少の 食慾 を 感じた。 あの 顔は頰 から 耳 

の あたり をコォ ルド • ビフ のように 料理す るが 好い。 

皿に 載せた 一 片の肉 はほんの リと 赤い 所 どころ に 白い 

脂肪 を 交えて いる。 が、 ちょっと 裏返して 見る と、 鳥 

膚 になった 頰の皮 は もじゃもじゃした 揉み上げ を 残し 

ている。 —— と 云う 空想 をした こと もあった。 尤も 実 
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